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バレーボール試合におけるトスの分析＊

－琉大・沖大・南銀一

浜兀盛正＊＊

緒 言 するものである。不安定なポールを柔かいポールに変え

たり，スピードをつけたり，スローにしたりすることに

よって，速攻や遅攻を作り出すことができる。

よいトスとは

①スパイカーの打ち易い正確なトス

②ブロッカーのいないところへあげられたトス

③難球を処理してあげられたトス

以上の３つの条件を満しているトスのことである。ま

た，そういうトスをあげる人はよいトサーである。よい

トスをあげるためには，どういうことが大切かという

と，

①守倣がよく，早くポールの下に腰を入れること

②からだが柔軟であること

③からだ全体の力及び関節のバネを使うこと

④ポールをよく手にはめ，指先ではじかないことであ

る。

筆者は，トスを次のようにトス過程及び要素によって

分類し，バレーボール試合におけるトスの分析を試みた

（Table.l）。

1963年から沖縄パレーポーノレ協会は，行事を６人伽バ

レーボールを中心に運営している。６人制バレーボール

では，ホールディングの基準が厳しい（９人制バレーボ

ールと比較して）ので，守備がしずらくなることから，

二段トスの機会がふえる傾向があるように思う．「一体

トス総数のどのくらいが二段トスとしてさばかれるのだ

ろうか」という疑問を持っていたが，今回，トスの分析

においてその疑問を明らかにしようとするのが勅機とな
ってこの研究に着手した。

筆者は，琉球大学教育学部紀要第11集にバレーボー

ルの６つの技術について分析結果を発表したが，今回は

その６つの技術の中からトスについて細かく分析し，

「どういうトスが使用され，その効果はどうなっている

か？」を調査研究することにした。

トスとは，スパイカーにアタックさせる目的で使われ

たパスのことで，味方チームの攻撃を誘導する鼠も1i1i極

的攻撃の準備手段である。トスの優劣が直接攻撃を左右

Table-I トスの分 類（注1）

ルを受けとめるまで 目的ポ
こ向かって送る

潟JfjHrHTl三F膳
時間

トス

トス

ックトス

クトス

＊Analysisoftheusedtossatthevolleyball（注１）③Ｐ］7～31,④
ｇａｍｅｓ ⑥Ｐ55～71,⑦

鈴井MorimasaHamamoto．とに分類した．

Ｐ43～64,⑥Ｐ77～93,

Ｐ114～133の５冊の図書をも

－２１７－



バレーボール試合におけるトスの分析＊

尚用語は次のように定義して，研究をすすめた．（Table－２）

Table-２用語の定義 (注２）

明説藷用

ジャンプした状態でのトス

地面に足がついた状態でのトス

オーパーハンドパスの要領によるトス

アンダーハンドパスの方法でトスする

からだの向きと反対方向へあげられたトス

からだの向いている方向へあげられたトス

左右のサイドライン近くにあげるトス・トサーから４ｍ以上へのトス

直上トスと流しトスの中間といういみでトサーからの飛行距離が１～４ｍ以内

真上トスのことでトサーの周辺１ｍ以内にあがったトス

トサーの手からはなれてスパイカーの手で打たれるまでに要する時間が1.5秒以上の
流しトス

流しトスの方法でトサーの手をはなれてスパイカ_が打つまでに要する時間が1.2～
1.4秒以内のトス

トサーの手をはなれてスパイカーに打たれるまでに要する時間が0.8秒前後のもの。
トスよりもスパイカーは遅れてとぶ

スパイカーが跳んで待っているのにあげて打たす

アタックエリア外からのトスはすぺてこ段トスとした

トサーがトスしようとした位置がサイドラインから３ｍ以内

トスした位侭が左右のサイドラインからそれぞれ３ｍ

サイドラインから３ｍ以内でのトス

ジャンプトス

スタンディングトス

オーパーハンドトス

アンダーハンドトス

パックトス

フオワードトス

流し卜ス

中間トス

直上トス

スロートス

平行トス

セミクイックトス

クイックトス

ニ段トス

レフトからのトス

センターからのトス

ライトからのトス

バレーボールにおける技術（サーブ→レシーブ→トス

→アタック→ブロッキンクq→レシーブ）は一連の流れと

して存在するものである｡この一連の流れを無視して,あ

る一つの技術のみを分析することは困難である。どうい

うトスが一番効果があるかを知るためには，どういうア

タックが効果的であるかを分析すればよい。今回は，ト

ス→スパイクの流れを通して，トスの効果をフォーム，

距離・所要時間，トスした位置，アタックした位置の４

つの要素によって分析し「どういうトスが効果的か？」

総合的に考察し，クラブ活動を指導するときの目標及び

練習内容の設定に役立てることを目的として研究をすす

めた。

調査の方法

１調査材料

トスをTable-1に示したように分類し，各要素につ

いて記録できるようにFigurelを作成して，「個人

別記録記入要領」（注３）にもとづいて，該当する欄

の記号を消し，かつ新たに記号を記入する方法によっ

て記入されたトス分析用紙を材料として分析した。

「トス個人別記入要領」

セッターのトス，あるいは二段トスなどすぺてのト

ス回数に入れる．成功はネットから30～150ｃｍくらい

の間に上がり，高さも十分打てる高さのものとする。

ただし，スパイカーがよいスパイクを打った場合には

少しくらい悪いトスでも成功に入れる。
①ａ，ｂ，。，ｅ，ｆ，③Ｐ17～3]，

④Ｐ43～64,⑤Ｐ77～93,⑥Ｐ55～

71,⑦Ｐ114～133の用語の解説による．

(注２）
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バレーボール試合におけるトスの分析＊

ＦｉｇｕｒｅエＳｈｅｅｔｆｏｒＡｎａｌｙｓｉｓｏｆｔｈｅＴｏｓｓ

合 名試 月 日 間｜場 所で

1９年月日Ｉ時分～時分

分析チーム セットｌ

ｓｅｔｌ
チーム得点｜チーム

Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｐ

》
亜
》
団
》
回

Ⅱ
Ｐ
Ｈ
Ｐ
Ⅱ
Ｐ

Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｐ

州
匠
挫
匝
一
回

Ⅱ
２
．
Ⅱ
Ｐ
Ｈ
Ｐ

Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｐ

琲
回
》
回
》
回

Ⅱ
Ｐ
Ⅱ
Ｐ
Ⅱ
Ｐ

Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｐ

拙
囿
面
》
回

Ⅱ
Ｐ
Ｈ
Ｐ
Ⅱ
Ｐ

Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｐ
Ⅱ
Ｐ

》
皿
》
回
範

Ⅱ
Ｐ
Ⅱ
Ｐ
Ⅱ
Ｐ

第一段階で，資料収集用紙を作成し，］968年６月～

10月にわたって予備調査を実施し，その後，同資料収

集用紙の内容を改善して，第二段階の予備調査をｎ月

26日，１１月29日，１２月３日の３回実施し，本資料収集

に備えた。本資料はTable-3に示した５試合を収集

した。

２調査期日・対象及び対戦成績

ユ968年]２月６日～]２月17日の間に５回にわたって調

査した。琉球大学（以下琉大と略す）対沖細大学（以

下沖大と略す），琉大対南陽相互銀行（以下南銀と略

す）の合計５試合を分析の対象とした。試合の結果に

ついては，Table･３に示す。

Table-３試合結果

結果と者察

，….61'68.12.101,6a12.131'68.12.1s''68.1Z1７
Table-4は，図表で使う略号である。

まず，はじめに，琉大，沖大，南銀チームの各セッ

ト，毎試合，チームごとの安定度（注４）によって各チ

ームを概観してみよう。

琉大：沖大戦の結果セット平均トス回数32回－２９
－－－回－－￣一三一へ＝￣‐へ－－

回，トスミス率3.5％-6.8％，安定度92.3％-86.4％

で琉大が勝っているが，アタックは，決定率33.6％-33

.2％，ミス率11.9％-14.3％で沖大が勝る。トスの琉

大，アタックの沖大という対称的な結果を得た。

琉大：南銀戦の結果トスカは，セット平均トス回
一一～－－二一一､ニヒーーエグベーヘーヘニヘー

数31-30回，ミス率3.4％-8.3％，安定度91.6％-83

.4％と琉大が勝る。しかしアタックカは，決定率32.1％

-30.0％と南銀が勝れ，ミス率では8.5％-17.7％と琉

大が勝れている。

琉大
１
－－

１０１５１２

１１１
１５４１５
．－￣

②

沖大

琉大
１

一-

1５１２７

１１１
６１５１５
－－

②

沖大

琉大
②

戸－－

１５ユ５エ５

１１１
６９１７
￣￣

１

南銀

藩③一》Ⅲ皿－０癖

琉大
②

－－￣

1４１５１５

１１１
１６１３８
－￣

１

沖大

３資料の収集

記録員には，琉球大学パレーポーノレ部員９人を依頼

し，１チームを記録係２名と２人の補助係の計４人で

記録をとり，その外にランニングスコアーのための記

録係１人を配歴した。

①ＣＰ６４

②Ｐ7９

(注３）

(注４）
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バレーボール試合におけるトスの分析＊

略号の説明Table-４

記
号

記
号

記
号
一
Ｈ
Ｂ
Ｓ
回
決
安
中
平
ク
Ｒ

説明説明説明

計
Ｊ
ｏ
失

サーピス

ジャンプトス

オーバーハンドトス

トス失敗（トスミス）

ポイント

フォワードトス

アンダーハンドトス

トス成功

アタックがレシーブさ
れたとき

Ｐ
Ｆ
Ｕ
成
他

ヒシト

パックトス

スタンデイングトス

トス回数

アタックの決定打

安定度＝成功率一失敗
率

中間トス

平行トス

クイックトス

ライトからのトス

アタックミス

守
へ

流しトス

スロートス

センターからのトス

流
ス
Ｃ

直上トス

セミクイックトス

レフトからのトス

ニ段トス

直
セ
Ｌ

ポジションに配置してある。５試合を通してトサーと

して新里・玉城・金城（秀）・新城の４名が起用され

た。

チームの中ではチームのトス総数の約75％を上記

４名で行なった。また，二段トスが使用されたのが約

34％である（Table､９）ことから，トサー要員はチー

ムメイトの期待に充分答えたものとみなしてよい。

個人的には新里，金城（秀）がともにアタッカー

とのコンビ度（注６）３７％，新城33％，玉城31％の順

でアタッカーとの呼吸が合っているわけである。トス

回数の一番多い玉城が＝ンビ度で劣るのは一つの問題

点である。今後は，玉城とアタッカーの＝ンビ練習の

強化が必要である。

沖大エ試合は，知念１人でトスをあげた。残る

２試合は，柵原，知念がトサーとして起用され，柵原

は１度だけセットアップし，知念は２回セットアッ

プ，３回は前衛でトスにあたった。

チームの中ではチームのトス総数の約82％を２人
一､－、－－口－ベ

で行なっている。他の２チームにはみられない高率で

ある。二段トスが約34％使用されたことと考え合わせ

てみると，２人はトサーとしての責任を充分果たした

とみなしてよい。

個人的にはコンビ度，柵原が50％と高率を示し，

霊~天トスの安定度は92.3％と大変安定してい

る。アタック決定率は約32％で他の２チームに劣り，
しかもアタックの過半数は得点力のない凡打かブロッ

キングされるような攻めとなっている。

EHI=Ｅ１セット平均トス回数が26回，ミス率６．
８％，安定度86.4％とトスカにおいては劣る｡アタッ

クカは勝れている。トスのあがる回数は少ないがアタ
ックは迫力があり得点力がある。

覧了良ﾄｽｶは1セット平均ﾄｽ回数30回と普
通，ミス率８．３％，従って安定度が83.4％と劣ってい
る。アタック決定率は32.1％で普通，ミス率が17.7％

と劣っている。つまり，トス，アタックともにミスが
多く安定性に欠けたチームである。

続いて，次のように結果を

①トサーの働き度合（Table－６）

②トスフオーム（Table－７）

③トスの距離と所要時間（Table－８）

④トスする位置（Table－９）

⑤アタック決定位置（Table･１０）

の点で，琉大と沖大・南銀の間で比較しながら考察をす

すめる。

①トサーのはたらきは？

各チームの選手にたいして一応規定回数（注５）を

こなしているかどうかについて調べてみたところ，各

チームともトサーのみが規定回数に達していた。

量i-2E2トスは常に後衛から出てきた（いわゆるセ

ットアップした）ものが行ない，セッターは対角線の

(注s)規定回数=ﾁｰﾑの卜蝋×選識乍鋳数６人

②P80に記述してある規定回数を改めた○

コンビ度＝あるトサーのあげたトスの決定数
あるトサーのトス回数

×エ００

(注６）
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バレーボール試合におけるトスの分析＊

各選手の_チーームでのはたらき （）は％Table-６
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知念が32％である。沖大の場合もトス回数の多い知念とっている。

の＝ンピ率の劣る点を今後は改めて強化していくべきチームの中では川端（兄）がチームのトス総数の

だ｡約73％をさばいており，二段トスの使用率が約27％で

薗銀ｉトサーは川端（兄）１人で３回セットアッ あることと考え合わせると，トサーはネット際のトス

プ，あと３回は前衛で待ってトスにあたるシステムをに専念し，二段トスは残る５人が行なっていることが
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②騨細ｓ綴騏テＮｕ斗Ｉ竺胖甸

齢ラテメ時勝一宙が汁ｓ三洋》首けが斗一診巽－」で丙斗

が村葦ｎ斗－メーラピ祠テメ・凶国祷舜滞冊Ｆ計テメ畔

勝一閨が汗暮丙弧、てⅥヘビ期テメ騨員刈斗ロー丙テメ

時輔討・汁叶裟鈴ぐ“。Ｆ》鯵Ｆ》強－〕で呼孟鶚－，Ｆ八ｓ

刈で入舜行・中蕊Ｓｕ等－陽ｓ一興僻４乳、１Ｆ》爵

鑛冨潟一ｍ｝捌剣岬が、作蔑胆縣←ず。知１腸『｜】－，弧、

埒Ⅶ（て、｝Ｎ↑↓焔ぎく判テメ寵や受包ま・辿斗ロ

ー両テメ↑↓、ご宙｝弧温誤純留誤・斗－メーリピ丙

テメ↑↓『て翼１うぐ元テメ震誤碑・承ｓ喬撹剣寓麺

眺彗ベラが。

崎御し肘Ｘ出てⅥ〈て潮・辿斗ロー元・斗－メーヴ

ピ冠Ｓ謹鶚の廿碑Ｏ汁テメ刈斗１腸剣戴舜Ｊテメ時蹴

劉（①。・切誤）昨ぞべ》郡ｓ野村．Ｘ出て刑へ、勲と〈

鷲宮・坪－％－うて丙Ｓ謹輯坤廿脾苦汁デメ叶蝋〈南

０ベラが。易漣、｝弧再選躯戟験》（、。ま落蔚）引く

判－γ暉云テメ再引垳冊（圏承轄研）ぺ獣が。

隅傍Ⅲ味ｘ暫く弧（て判・刈斗ｑ１元・等－メーヮ

ピ元ｓ宙鶚坤廿瞬き神則斗－隈ｓテメ呼鐺蓋（霊・←承）

代Ｆ・再一、弧宙埒刑へ、潮・髄遥對・等Ｉ〆Ｉ鶇ノミ冠

ｓ謹鶚小廿映Ｏ汁テメ蹄寓Ｊ・迫寺Ｉｕｏｌｊ里刊埒珂

１うぐ丙テメ峠堂、引鴻研（鵠ま繁冊）剣獣が。

位牌Ｌ慨〆、呵軋（て勲・刈斗ロー祠・等－Ｘ１ｙ

ｆ丙ｓ茜箏坤サヰＳテメ念・亀芹弧對Ｖ札へ吋蝿・』ん

電對・坪１列－Ｎノミ丙ｓ謹嬰血廿埣裟昌．。ま佇汁０ハ

ラが。飽き琿刈テメ｝ｎ片がⅦ對唾、再驚満撹執戸〈鵠

誤．』鍵鷺埒テメ》ソ⑪ｓ潟攪》塾」ヴパ缶ご｜冷藷ご刑ｆ

蝿－ツヤ丙テメ響がｓ得嶺一難岳璃鹿ぐ診・

○代ＳくふうＳ揺醸・劃燗覇雪刑濁曾馴菅

嶺露ｓ目剣寮誹でテメ》寿ぐ勤敏骨藍テメ》岡佇テ

メｓ扇剣寓罰涛戟南引斗が。

割鯛覇室ｓ諏竺齢メロー・庁仰、入電、》憤載》

對入堂、Ｓ遍く寓謡隔戟磯鹸が。

ザ響馴・

宣尹罫育一升」｜｜塗（面）再ｕｆ風隔曽承敏“串－ぃ

ｓテヰー碁鯏ｌ鋪謂勺・岸尹薊、ンｓ『宙遥卦－ｓ〈

咋酎欝鶚腓縣幹再昔一雅常伊舜ぐ“ｓ耐サワｕＩｍ璽噸

裟掛印矧叶馴貯中針欝蝋僻Ｈ米斗入叶武。

牌ｌＨ蔑宇テメ・丹亜テメ・同什テメｓ寓劃涛鶴
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バレーボール試合におけるトスの分析＊

}±59.9％：35.8％：０．４％となっており，その距離か

らのアタックは，流しトス約33％，中間トス約25％，

直上トス約５０％が決定している。直上トスが効果があ

り，次いで流しトス，中間トスの頓で利いている。

ＪＩＬ大流しトス，中間トス，直上トスの使用比率

は62.2％：30.6％：0.4％で，そこからのアタックは

中間トス，流しストともに約33％が決定し，直上トス

は決定数なし，中間からの攻めを得意とする。
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円四

南銀流しトス，中間トス，直上トスの比率は5４の順で決まっている。沖大はゆるやかなテンポの攻撃

､2％：35.9％：1.7％で，そこからのアタックはとも を得意とする。

に約33％が決定している。どちらかというとオープン 南銀スロー，セミクイック，平行，クイックの
からの攻撃に破壊力がある。

使用比率が80.1％：8.8％：1.7％：ユ.1％となってお

ｂトスのテンポは？り，アタックは平行，クイックともに約50％，スロー

が約33％決まっている。南銀はわりと早いテンポの攻
塾一さスロー，セミクイック，平行，クイックの

めを得意としている。
比率は62.8％：11.3％：1.9％：0.2％。それらのテン

ポのアタックの利目は，セミクイック約50％，次いでＯトス位囲はどこが多いか？
スロー，平行ともに約33％となっておる。琉大は，セ

３チームが共通していることは，センター，二段ト
ミクイックのテンポの攻撃を得意とする。

ス，ライト，レフトの順でトス回数が少なくなってい

２１－２と使用比率は，スロー，セミクイック，平ることである。特に二段トスに注目したい。総トス数
行,クイックの順に83.8％：８．ｴ％：0.9％：0.4％となの約33％を占めている。「ホールディング基準の厳し
っている。それらのテンポからのアタックは，平行卜ぃ６人制バレーボールでは，トスの練習内容に二段ト

スが約50％，スローが約33％，セミクイックが約25％スにふさわしい場面を作って練習する必要があるので

－２２４－
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バレーボール試合におけるトスの分析＊

Table-９
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}±ないか？」と推測していたが，他の位置からのトス

の決定率には見劣りしないので，現状の練習内容で正

確度を高めるよう努力してよい。

琉大センターからのトスは約16％二段トス純５

％，ライトからのトス約33％レフトからのトス約25％

それぞれ決定している。特にセンターからのアタック

の決定率が低いので，センターからのトス→アタック

のコンビ練習の強化が必要である。

沖大アタックの決定した比率は，センターから￣

約3396,二段トス約33％，ライトからのトス約50％，

レフトからのトスは約15％であった。特にレフトから

のトスに対するアタックの決定率がわるい。ライトか

らアタックするものとトサーのコンビの強化が望まれ

る。

直一錘アタックの決定した比率は，センターから

のトス約33％，二段トス，ライトからのトスともに約
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バレーボール試合におけるトスの分析＊

決定したものだけを抜き出しまとめたものである。こ

こで，総合的な考察をすることになる。
３３％，レフトからのトスの決定なし。頻数は少ない

が，特にレフトからのトスに対するアタックが不充分

なので，その面でのトサーとアタッカーのコンビ練習

の強化を計る必要あり。

⑤どういうトスがどこからよく決まるか？

Table-10は，Table－７～Ｔａｂｌｅ９からアタックが

フォームスタンディング・フォワード・オーパー

ハンドのフォームからのトスが約半数（48～75％）

を占めている。次にスタンディング・パック・オー

パーハンドからのトスが16％～37％，その次にジャ

（）はスパイク決定打に対する％Table-1O
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パレーポーノレ試合におけるトスの分析＊

沖大

要時Hｉｌｌ距FM
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のトスが３～７％利用されている。それからオーバ
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バレーボール試合におけるトスの分析＊

なトスをあげるためにはオーパーハンドトスが絶対って変化をだすことが望まれる。

有利だということをいみする｡アタックの位置レフトアタックが56～58％，セン
距離流しトス53~64％，中間トス35~46％，直ﾀｰｶﾖﾕ6~2ﾕ％，ライトアタックが15~”％であ

上トス１～２％で，特に目立つのIま，直上トスが僅る。レブトアタックが過半数を占めているのは，殆

しか決定していないことであるがアタックに変化をどが右手利きのスパイカーだからと推測する。

出し相手をゆさぶるためには，もっと使用すぺきで 上記４つの要素を組み合わせてみると，アタックは，
ある。

スタンディング・フォワード・オーバーハンド・流し・

トス所要時間スローテンポで78～88％，セミクイスロー．レフトへのトスがあがったときがよく決まる。
ツクが10～17％，平行トスが1～３％打たれてい 次に４つの要素の組み合わせによって，各チームのア

る。相手をゆさ怒るためにはトスの高低・長短によタック決定率のベスト５をあげてみる。（Table､11）

Table-11チームのアタック決定率ベスト５
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スタンディング

スタンディング

スタンディング
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ド
ド
ド
ド

ン
ン
ン
ン
ン

、
、
、
、
、

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
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｜
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｜
｜

守
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、
③
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守
、

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
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オ
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３
３
３
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一
一
一
ク

ロ
ロ
ロ
ロ
ニ
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ス
ス
ス
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セ
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56.7

グ
グ
グ
・
グ
グ
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ン
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ン
ン
ン
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イ
イ
イ
イ
イ
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『
ア
『
ナ
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テ
『
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フォワード
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ド
ド
ド
ド
ド
ド

ン
ン
ン
ン
ン
ン

、
、
、
、
、
、

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

一
一
一
一
一
一

電
ぐ
。
、
◇
、
守
淨
、

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

’
｜
’
｜
’
｜

オ
オ
オ
オ
オ
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Ｏ

し
間
し
間
間
し

流
中
流
中
中
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０
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１
１
１

●
●
●
●
●
●

蛆
ｕ
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５
５
．
５
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センター

センター
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一
一
一
一
一

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ス
ス
ス
ス
ス

沖

大
スロー

76.0

スタンディング
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スタンディング

フォワード
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ド
ド
ド
ド
ド

ン
ン
ン
ン
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、
、
、
、
、

ノ
ノ
ノ
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’
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一
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一
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オ
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４
９
１
１
１

●
●
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１
７
７
７
７
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レフト
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｜
’
’
一
一

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ス
ス
ス
ス
ス

南

銀

60.7
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つまり，「プロッカーを１人でも２人でも振ってアタ

ックをさせたい」というトサーの努力がみられる。

チーム独特のトスは，どういうのがみられるかとい

うと

愛国一zムミ中間・セミクイック・ライトへのトスの組

み合わさったトス，つまり，テンポがやや早めでしか

もライトから攻めるようなトスを行なう傾向がみられ

る。多くのバラエティに富んだトスがこなさせること

から，巾広い攻撃を行なう可能性をもったチームであ

る。

迩一土スタンディング．フォワード．オーパーハ

ンド・流し・スロー・レフトへのトスに絶対的な自信

を持ち，スローテンポの中間，レフトへのトスなど遅

攻の傾向がある。

陞塑スタンディング・パック．オーパーハンド

・流し・スロー・レフトへのトスが目立つ。トスの種

類は少ないが，やや早いテンポの攻めがよく使われて

いる。

今後は，バレーボールの６つの技術を同時に細かく分

析し，各技術間の関係について明らかにするような研究

課題に取組んでいきたい。

付記：この研究報告は1969年度琉球大学研究助成費によ

るまとめである。

尚この研究を行なうにあたり御協力下さった沖細大

学，南陽相互銀行及び琉球大学のバレーボール部の諸君

に心から深く感謝申し上げます。

琉大Tablle-uに示す外にトス→アタックのコ

ンビネーションが23種もある。すなわち，多くのトス

がこなさせるということは，臨機応変，バラエティに

富んだ攻繋が可能だといえる。

辿一上Table-11以外にトス→アタックのコンビ

ネーションが16種ある。沖大はトスの種類は少ない

が，迫力のある攻撃をしている。

塵Ｌ銀Table-ﾕ1に示された外に，アタックが決

まったトス→アタックのコンビネーションが16種あ

る。各種とも平均した得点能力のあるトスである。

緒 び

本研究は，クラブ活動の指導における目標及び練習内

容の設定に役立てることを目的として，琉大，沖大，南

銀の一般男子３チームを対象として，「トサーの質はど

うか」ということと「どういうトスが効果的か」をトス

フオーム，トスの距離と所要時間，トスした位瞳，アタ

ックの決定した位置の４つの要素から分析しその結果を

総合的に考察したものである。

その考察した結果を要約すると次のようになる。

①トサーの働きぶりは？

各チームのトサーは，チームメイトの期待通り働い

ている。チームのトス総数の約75％はトサー要員によ

ってなされている．

個人的に目立つ選手は，コンビ度５０％の棚,原(沖大）

及びコンビ度37％の琉大の新里，金城（秀）である。

トス回数の多い知念（沖大），玉城（琉大）及び南銀

の川端（兄）のコンビ度が前述３名よりも劣るのは

「何に原因するのか」その理由について今回の資料で

明らかにすることはできないので，今後の研究課題と

したい。

②分析結果の総合

下記の３種のトスが各チームに共通している。

（１）スタンディング．フォワード・オーバーハンド．

流し゛スロー●レフトへのトスが最も利目のあるト

スである。

（２）(1)の対のトスである，スタンデイング．パック．

オーバーハンド・中間・スロー．ライトへのトスが

みられる。

（３）スタンデイング．フォフード．オーパーハンド．

中間・レフトへのトスが次に使われる。
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